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第１話：帰ってきた”あゆみ”と、巻き込まれる”秀樹”

⸻⸻シーン１　コンビニでの再会（午後３時）⸻⸻・コンビニ外観

小林聡美さん風N「窓から１０月の西日が射してきた、午後３時のコンビニエンスストア。　アルバイト歴４０年の還暦男、秀樹が口笛を吹きながら、　ブラインドの角度を調整中」店長らしき年配の男性、口笛を咎めるように秀樹を横目で見ながら、わざとらしい咳払い２回。店長うぉっほん！うぉっほん！ブラインドの角度を、西日が入らないように下向きに調整した秀樹。何かに気づき、慌ててブラインドの角度を元通り水平にしてみると・・・。窓の外から覗き込んでいる不審人物とモロに目が合った。驚いて目をしばたたかせた秀樹、思わず呟く。

秀樹（呟き声）歩……ちゃん？

慌ててコンビニの外に飛び出す秀樹。窓際に立っている歩に駆け寄って。両肩を掴んで揺さぶる秀樹、頭がグラングランする歩。

秀樹歩ちゃん！なんだよ歩ちゃんかよ！どうしてだよ歩ちゃん！

歩まあまあ落ち着きなさい。まず放したまえよ、その手を。18歳女子の二の腕は還暦男が簡単に掴んだり揺さぶったり出来るものではないのだよ秀樹くん（迷惑そうな表情で、ホッとして嬉しい気持ちを包み隠す）

秀樹あっ、あっごめん…

慌てて手を離す秀樹。

秀樹どこに行ってたんだよ、半年もの間

歩半年？もうそんなに経つっけ？（惚けた表情を作る）

秀樹高校卒業してからだから……（指を折りながら）４月、５、６、７、８、９、１０、７ヶ月だよ、黙って出ていって７ヶ月！

歩わりーわりー、それについて話があるし……（コンビニと反対側を親指で指して）ちょっといい？

秀樹、店内からこちらを睨み気味に見ている店長を気にしながら。

秀樹いやいや、いやっ、見ての通り勤務中だから今はちょっと…店…離れるとかはちょっと…無理

歩じゃ、帰っちゃおかなー、次に会えるのは…またまた７ヶ月後かなぁ…（後ろ手にクルリと一回転して）ひょっとして１年後だったりして

秀樹脅すの？７ヶ月ぶりに会って強迫？まさか『私とコンビニどっちを取るの？』みたいなこと言っちゃう？

店長入口自動ドアから上半身を出して、こちらを見ながらさっきより大きな咳払い４回。

店長うぉっほん！うぉっほん！ うぉっほん！うぉっほん！

秀樹、入口の店長の所まで、歩の手を引いて小走りに走っていって。

秀樹店長ちょっと、このお嬢さん親友の娘さんであっ、ほら昔ちょっとだけ深夜バイトしてた誠 実（まこと みのる）君のお嬢さんなの、この子

店長誠くん？山口くんの友達の…？

店長、心当たりがある様な、ない様な…考え中。

秀樹誠くんが去年亡くなっちゃって、天涯孤独の19歳でね、そうなの

歩まだ18！

秀樹そうそう！まだ18、ねっ、かわいそうなのほっといたら、ねっだから、控え室…ちょっとだけ…スイマセン

店長それはまぁ、気の毒だな…じゃあちょっとだけ控え室使っていいから、5分ね

・控え室

控え室に入る歩と秀樹。

歩『気の毒だな…じゃあ５分ね』って…いい人なんだかケチなんだか、ようわからん店長だな

秀樹まぁまぁそう言わない！パパだって昔お世話になった店長なんだからさあっ、当時は店長のお父さんかそれに、パパとママの出会いだって、このコンビニなわけだしさ

歩っていうか秀樹おじさんって、苗字山口なんだ（笑）山口秀樹…超笑える（笑）

秀樹昭和40年男だからな、意味はないけど偶然な

歩まぁ、婿養子じゃなければ西城百恵だよねつーか、なんでこの二人？

秀樹それはともかくこの７ヶ月間、何してたんだよというか、とりあえず歩ちゃんがタイムリーパーであることは誰にもバレてないよね？

歩あったり前じゃん、私だってバカじゃないんだからさバレたら最後、おばあちゃんを始め一族からの干渉はもちろん周りからどんな目で見られるか、想像はつくもん第一言う機会がない「私ってタイムリーパーなんですぅ」って

秀樹だよな、な、わかってるならいいんだ

歩ま、それはともかく……とりあえずこれ受け取ってくれ秀樹おじさん！

リュックの中をゴソゴソした歩、秀樹の目の前に100万円束でドン！

秀樹なんだよ、何なんだよこの100万円は？

歩まぁ、卒業まで３ヶ月間お世話になった分とこれからお世話になる分だ少なくてごめんだが、受け取ってくれ

秀樹それよりどうしたんだよこの金…まさかとは思うが…あれか？あれしかないよな？

歩そうだよ、あれだよ、あれちょちょいと未来を見に行って、馬券を何枚か買えばあっという間のあのビフ・タネン方式だよでも、もうこれでおしまいだ”最後のビフタネン”だ

秀樹ビフ・タネン方式はもう使わないって言ってたよね？

歩だから”最後のビフ・タネン”だ！”さらばビフ・タネン”と言ってもいいいま口にして思ったんだけどさあの映画シリーズのスピンオフで”さらばビフ・タネン”ってあったらさみんな見に行くと思う？

秀樹そりゃ行くかもしれないし、行かないかもしれないよそれより、これからお世話になる分、ってなんだよお世話するとは、俺まだ言ってないぞ

歩それはそうと…無理を言う気はないんだが……秀樹、今すぐこの店やめてくれ

秀樹え、えっ！無理無理それは無理メチャクチャ無理言ってんじゃん！シフトの問題とか色々で…今すぐはとても無理そもそも、店長が許してくれるわけがないバイトリーダー歴40年の大ベテランだよ？俺

歩俺がいないと現場回らないって、あれか？大丈夫だよ、絶対に回るからさ余人をもって代えがたい人材なんて実際にはいないんだからさまぁいいよ、秀樹おじさんが言えないなら私がこの100万の札束で店長の横っつらをパチーン！って叩いてやるよ、パチーン！と

秀樹それはちょっと君の美意識にもとるだろ、もちろん俺の美意識にも言うても大学２年で中退してからさ還暦になる今年まで40年間勤務してきたわけだしそう簡単に辞めるとかは……言えんよ

歩秀樹おじさん、時給はいくらだ？

秀樹結構もらってる方だぞ、なんてったって４０年勤務だから

歩だからいくら？

秀樹最低賃金プラス100円もらってる…

歩はあああああ！やっす、安い安すぎる！４０年勤務して？人身売買か？キミ騙されてるよ

秀樹いや店長はそんな人を騙すような人じゃない！…と信じてきたが…やっぱり安いか？

歩安いなんてもんじゃないよ！（スマホを叩いて）いま東京都の最低賃金がこれだから…100足して１日８時間…週５日として12ヶ月で……えーーーー！

秀樹やめろ！人の年収計算するの！

歩（スマホ見ながら）マジか…、とはいえお世話になってる時寿司とか連れてってくれたじゃんか、まぁ廻ってはいたが

秀樹まぁ、蓄えを切り崩して……な歩ちゃんにあまり貧しい思いはさせられないし

歩くーっ！申し訳なさすぎる！じゃぁこの100万、喉から手が出るほど欲しいんじゃない？

秀樹まぁ…、だからこれで店長の横っつら叩くって聞いてあっ俺のは？って思ったのは本当だ

歩安心してくれ、それは別途工面するからでね、そういうこともひっくるめてもう、タイムリーパーだということを隠すのはやめようと思うのよ

秀樹おいおい、突然何言い出すんだよダメだよ絶対ダメ！危険すぎる何より亡くなった君のパパが心配するぞ！俺は許さないぞ、あいつとの友情に賭けても！

歩大袈裟だよ、きっと世間は信用しないよタイムリープなんてそして、それを知ったおばあちゃんも安心してもう干渉してこないよ、きっとしかも私は隠しごとなしに、大手を振って世間を歩いていけるいいことずくめじゃん

秀樹いやいや、そんなうまく行くかな…いやいやいや絶対に認められない何より歩ちゃんのパパとの友情にかけて！

歩二度言ったなそれ大袈裟だなぁ、じゃあ試してみる？あの、人が良いんだかケチだかわからん店長さんに言ってみようよ絶対に信じないからさそんなもんだよ世の中……いや常識人なんてさ

秀樹いや、それは……ちょっと待って……

扉を開けて、中を覗き込む店長。さっきより大きな咳払い６回。

店長うぉっほん！うぉっほん！ うぉっほん！うぉっほん！うぉっほん！うぉっほん！

歩あっ５分経ちましたよね、すみませんすみません唐突で申し訳ないんですがね、実はですね私タイムリーパーなんです……信じてもらえます？

店長ん？タイム……？何？

歩タイムリーパーですタイムリーパー時間を行ったり来たりできる…

店長時間？行ったり来たりって？

歩（秀樹に）ほらね、こんなもんよ　（店長に）そ・れ・で…ちょっとご相談が……あー山口くん？君ちょっと外してくれたまえ

秀樹えっ！俺？俺が外すの？

歩、手のひらで「しっしっしっ」のジェスチャー。

秀樹、不承不承控え室の外へ。

・控え室のドア前

１分後、控え室から出てくる歩。

秀樹早っ！１分経ってないぞ

歩秀樹おじさんおめでとう！キミは晴れて自由の身だ！さあ行こう！

秀樹えっ本当に？店長に挨拶くらいした方が…

歩それはまぁ後日ということで店長はいま100万円に挨拶するので忙しいいこういこう

⸻⸻

シーン２　探偵業で自立を目指す！

⸻⸻

・喫茶店で向き合う２人。

歩（ストローでアイスティーを一息飲んだ後）おじさん家出てから、７ヶ月間考えに考えたんだどうやって自立して生きていくか？

秀樹（歩の方に身を乗り出して）で、どうやって自立する？

歩パパが夢に出てきてグッドアイデアが浮かんだついてはこれを用意した

歩、いつものリュックをゴソゴソ、机の上に履歴書・住民票の写し・誓約書・マイナカードを置く。

歩18歳だから、私だけで探偵業を開業は出来るでも、一人ではやっぱりちょっとね……言うても、まだまだ子どもだし……ってことで、秀樹おじさんには共同経営者になって欲しい

秀樹探偵業？の共同経営者？

歩そう私は探偵として自立して生きていく！

秀樹いいけど…、なんでまた探偵なんだ？

歩パパがね”人類が産んだ最もカッコ良い小説だ”って中学の時にレイモンド・チャンドラーの「ロング・グッドバイ」を勧めてくれたのねパパ良くぞ勧めてくれました！ってわけで私の中ではパパの次に娘になりたい男って言ったらねフィリップ・マーロウなのさ、だから探偵

秀樹なるほどね！それは納得だわ！何を隠そうパパに高校時代「ロング・グッドバイ」を勧めたのが俺なの格好いいよなマーロウ

歩マジか！これって奇遇ってやつか？あっ、でも一緒にしないでね秀樹おじさんのは「清水俊二」大先生の訳でしょ？私のは「村上の春樹」大先生訳だからさ

秀樹だからなんだ？という気もするが……まぁ共同経営者なるよ俺もやってみたかったんだ探偵とは言え、資金は大丈夫なのか？

歩大丈夫”最後のビフ・タネン”でさ念の為に1000万円用意しといた

秀樹なんだよ、最後が多いな大丈夫か？これから先も困るたびに”最後のビフ・タネン”ってことはないだろうね？

歩そこは大丈夫、私の矜持に賭けて約束する矜持と言ったらこれはもう絶対だよ私は何より矜持を大事にする女だからさパパとマーロウにかけて誓うよ

秀樹了解、ではそれを信じるとしてだ…どこに開くんだ事務所？

歩それはパパが生まれ育った横浜に決まってるでしょイメージ的にも私立探偵するならやっぱ横浜だな濱マイクの事務所も横浜だったし

秀樹事務所の名前はどうする？山口・誠探偵事務所とか？

歩なんで山口が先に来る？資金出してるの私だよ？意外と厚かましいね秀樹おじさんも大体、山口誠って別の人みたいじゃんか

秀樹資金のこと言っちゃえばビフ・タネン探偵事務所になっちゃうぞ

歩じゃあ山口・誠探偵事務所とビフ・タネン探偵事務所それ以外の候補を考えてくれたまえよ

秀樹うーん………難しいな拙速にうっかりしたの付けちゃって、後悔するといけないからとりあえずペンディングと言うことで

歩そうだね、じゃあまず明日から事務所の物件を探そう！横浜で！

・レジで会計を済ます秀樹

・喫茶店から出てくる二人

秀樹じゃまた明日桜木町の改札でいい？で、えーっと…10時頃かな？

歩（俯いて答える）んー、まぁそうだね…そんなとこが妥当かね…

秀樹じゃ、明日

歩き出す秀樹

後ろ手に俯いたまま、そのあとをついて行く歩

秀樹あれ？おんなじ方向？

歩（小走りに駆け寄って、秀樹の二の腕を両手で掴む。　見上げて目を合わせる）察してくれたまえよ、秀樹おじさん

秀樹なんだ、そう言うことかよ（迷惑そう２：嬉しそう８）

歩晩飯は奢るよ、なんでも好きなもん買ってくれコンビニではあるが

・コンビニからの帰り道

コンビニの袋を持って並んで歩く二人の後ろ姿

小林聡美さん風N「なんだか親子みたいな二人であった、　もちろん親子じゃないのだが…」

（黒フェード）

続く



第２話：発端は中華街にあり『タイムリーパーあゆみ：ヨコハマ探偵物語』

⸻⸻

シーン３　中華街で事件発生！

⸻⸻

・横浜・伊勢佐木町界隈をぶらぶら歩く２人

小林聡美さん風N「横浜・伊勢佐木町界隈。　昔から、探偵事務所が似合う街」

秀樹さてどうする

歩大体の目安はつけてあるんだやっぱこの辺り、伊勢佐木町界隈だと思うんだよな

秀樹いま歩いてるこの辺りか……パッと見だけど…ちょっとね…、治安的にどうなの？

歩この界隈は横浜で最もディープな地域だから…でも昔と比べたらだいぶ治安も良くなった！とガイドブックに書いてあったぞよ濱マイクの事務所も確かこの近くにあったしな

秀樹でも雰囲気が…ねぇちょっとビビりながら歩いてるよ俺何が自慢って、腕力ないことだからな俺は何かあったら、歩ちゃんおいて一目散しちゃうかもだよ？

歩いや、秀樹は絶対にそれはしないなそっち選ぶなら、コテンパにやられちゃう方選ぶ人だよそこはわかってんだ私

秀樹（ちょっとくすぐったい）さて、どうですかね…

歩まぁ青葉区や都筑区でマダムの浮気相談案件に明け暮れるか？この界隈でドーンと派手な事件を手掛けるのか？マーロウならどっちだと思うよ？

秀樹まあこの界隈だろうな、で、悪徳警官に殴られるんだな、ブラックジャックで（笑）

歩そう言うこと（笑）まずはともあれ腹ごしらえだなせっかくの横浜だ、中華街でランチといこう

・中華街

中華料理店に入る２人。看板「四川楼」。座席に向かい合って座るやいなや、歩メニューも見ずに即注文。

歩お姉さん、麻婆定食２人前ね

秀樹（珍しく自己主張）えっ！？俺、ベロがしっかりラーメン餃子だったんだが

歩分かってないな秀樹くん（入り口の方を親指で指して）入り口に書いてあったろ”四川”って”四川”ときたら麻婆食べなきゃ話にならんよ

秀樹（すぐに主張引っ込めちゃう）まぁ、麻婆も好きなんで良しとします

歩四川の麻婆はさサンショの辛さがバチーんとくるぞ、バチーんとそこが美味いんだ！って実はこの店、パパと前に来たことがあって麻婆めっちゃ美味いんで秀樹おじさんにも食わせたかったわけ

店内に所狭しと貼ってあるメニューを眺めながら、料理が出るのを大人しく待つ二人。

秀樹スゲェなメニューの数

歩こういう店が美味い！ なんでも出てきて、なんでも美味い！ ってパパが言ってた

厨房の奥がなんだかザワザワしてきたと思ったら「怒鳴り声」

健二親の言うこと聞けないんだったら出てけ！

健三郎やだね、だったらオメーが出てけ！

健二なんだとこのクソガキが！誰の家だと思ってんだバーカ！

健三郎俺の家でもあるんだよバーカ！バーカ！

お皿の割れる音２連発　ガシャーン、ガシャーン。

歩今、割れたね、皿

秀樹２皿割れた、多分我々の麻婆ちゃんだろ

歩なぜそんなこと分かる？

秀樹だって今、店には我々しかいないだろ？当然我々の皿だろうよ

歩、お運びの女性に聞く

歩そうなの？

女性、伸びをしながら後ろを振り返り、厨房を覗き込んで振り向いて親指立てて「グーっ」を２人に見せる

秀樹（ちょっと得意）ホラ、やっぱ

その間も飛び交う怒声

歩（少し腰を浮かせて）止めなくていいんですか？止めましょうか？

女性最近しょっちゅうコレ、止めてもいい…ケド多分止まんない

高校生くらいの少年と父親らしき中年男性が、取っ組み合いながら出てくる。

健三郎なんだこの野郎

健二それはこっちのセリフだよ、なんなんだよこの野郎

健三郎、父親の手を振り払って

健三郎このオンボロ中華、継ぐ継がないで、なんで毎回こうなるんだよもういいよ、お客さんもいるし、ちょっと出てくるから頭冷やしとけクソ親父

乱暴にドアを開けて店を出ていく健三郎ドアをバン！と閉めそうになって客がいるのに気づき、そっと閉める

歩、秀樹に耳打ちをする。

歩これは幸先良く、って感じですか？

秀樹何が？

歩初仕事の匂いがするんだな、私には

秀樹こんな親子喧嘩、探偵の出る幕じゃないだろうよ

歩いやいやわからんよ、秀樹くんも仕事にはもっと貪欲にならないと

秀樹そんなもんかね？

歩待っていても仕事は来ないよ私ちょっとあの彼氏追いかけるから秀樹おじさんは、親父さんから事情聴取しといて

言うなり店を飛び出す歩、少年の姿はもうどこにも見当たらない、走って店に戻る歩。

歩お姉さんお姉さん、こんな時、彼の行きそうな場所分かります？

女性まぁ大体、山下町公園だと思うヨお店出て左、まっすぐ行くと右側の公園中華っぽいからすぐ分かる

歩サンキュ！ちなみに彼の名前は？

女性健三郎ネ

歩ありがとー

再び勢いよく店を飛び出す歩。小走りで公園を探す。

歩（公園を発見、スピードダウンして歩く）これだな？これだろ、確かに中華中華してんなこの公園

・山下町公園

一人でベンチに座ってる少年を発見、近づきながら、いきなり声をかける歩。

歩よう、健三郎くん

健三郎（一瞬びっくりして振り向いて）な、なんだよ、誰だよあんた？

歩いま店にいた客でーす、客

健三郎あっ、そりゃどうも。すみませんでした騒がせちゃって

歩客でもあるのだが、実はこう見えても探偵でもある！私は

健三郎ずいぶん若い探偵さんですね、俺と同じ歳くらいじゃないの？

歩今年の３月に高校卒業したばかり

健三郎あぁ、じゃあいっこ年上ですね、俺いま高三だから。でも本当に探偵なの？

歩今週中にはそうなる予定で、探偵に何か依頼はないかしら？

健三郎そうだなぁ、じゃあ依頼はともかく本当に探偵だったら、さっきの喧嘩の原因推理できる？

歩年上の女探偵を舐めてはいけないわよ、そうね……

歩、両手の人差し指を頭の横に着けて、くりくり回す。

健三郎なんすかそれ？

歩私もよく知らないんだけど、去年亡くなった私のパパとかさっき一緒にいたおじさんとか昭和40年男が、何か考える時に良くやるポーズなんだが……推理にいいのかな？

「健三郎、健三郎」と近くに座っていた還暦男が健三郎を手招きする。

健三郎なんだよ、建造おじさん

健三郎、おじさんの傍に座ると、おじさんが耳元でゴニョゴニョ。健三郎、歩の隣に戻ってきて。

健三郎おじさんによるとそれは、アニメで一休さんがトンチを捻り出す時にやるポーズらしいよ（おじさんに振り返って）ってか一休さんて誰よおじさん

歩私も誰っ？て感じですが、推理は出来ました

健三郎多分間違ってると思うけど、教えてください

歩あなたは、あの中華料理店を継ぎたいと思っている！

健三郎おっ！

歩最初は喜んでいたお父さんは、最近になって急にダメ継がせないと言い出した！

健三郎すげえ！当たり！大抵の人は逆を言うのに

歩そうね世間で良く聞くのは、親は継がせたい子どもが嫌だ、俺は俺のやりたいことをやりたいってパターンだわね

健三郎そうそう、なんで喧嘩してたんだ？当ててやろうか？っていう人はみんなそっちなっ優一、お前んちもそうだもんな

近くのベンチに座っていた少年に話しかける健三郎。

優一そうそう、うちはまさにそれ、で、最後はいつも大喧嘩でも健三郎んちは逆だな、珍しいパターン（笑）

健三郎こいつんち、うちの隣で店やってて、俺ら幼なじみです

優一んちわ、香港料理屋の一人息子っす

歩一人息子じゃぁ、お父さんも後継いで欲しいかもね

優一でも親父は最近まで『継いでも継がなくてもどっちでも……』って言ってたのに急に『絶対に継げ！』ってそれはそれで妙なんだよな。まぁ俺はゼッテーに継がねーけど

歩確かに、健三郎くんちと正反対これはこれで考えるべき問題な気がしてきたぞ

優一まぁうちの場合は、単なる親父の気まぐれの気もすっけど……

歩もちろんそうかもだけど……隣あったお店で同じ時期に、全く反対なことが起きるって、なんか不自然というか”結果は逆だけど根は一緒”的な感じもするんだよなぁお父さん同士も仲は良いの？

健三郎親父たちも幼なじみ同士で、特に仲悪くはないけど……なっ

優一でも、仲良いってほどでもねーよなでも大人になったら、そんなもんじゃねーんすか？

歩私もまだ18だからねぇ、どうなんだろうねそのあたりってにしてもこの公園って、あなたの知り合いだらけなんだね

健三郎そう、中華街で生まれ育って小さいときからみんなここで遊んでお店で働き出したらここで休憩歳を取ったら毎朝ここで太極拳、だもんな

優一中華街ってね、ちょっとした小宇宙なんすよ住んでる人間からすっとそれにしても、お姉さんなんで分かったんすか？健三郎んちの喧嘩の原因

歩私、歩っていうんだお気に入りの名前だから、歩って呼んでもらえると嬉しいよ

健三郎じゃあ歩さんの推理を教えて

歩お店の奥のテーブルに、調理師専門学校のパンフが置いてあったで、願書が完全に記入済みだったの

健三郎確かに…、昨夜書いて置きっぱだったわ

歩壁にかかっていたお父さんの調理師免許の隣に、同じ専門学校の卒業証書が飾ってあったお父さんが、その学校を卒業したことを誇りに思っているからでしょ

健三郎そそそっ、その通り

歩最初は、あなたが同じ道に進むことを嬉しく思ってたから願書も書かせたでも最近になって態度が急変で、毎日大喧嘩。どう？

健三郎お見事！当たりです

歩さあ！どう？なぜお父さんが心変わりをしてしまったのか？私に調査を依頼する気になった？

健三郎それを知りたいのは山々なんだけど高校生ですからね、依頼費が払えないです（優一に）なっ

優一そうな、それに金払ってまで知りてーって話でもねーしな

歩我が事務所、記念すべき最初のお客様ということで出世払いも考えなくもないわよ

「健三郎、健三郎」と近くに座っていた還暦男が健三郎を手招きする。

健三郎なんだよ建造おじさん

健三郎、おじさんの傍に座るとまたもおじさんが耳元でゴニョゴニョ。健三郎、歩の隣に戻ってきて。

健三郎建造おじさんがちょっと話があるってさ

歩と健三郎、建造おじさんの隣に移動して。

歩はい、お伺いします

建造私はこの健三郎の叔父で建造と言います健三郎の父親である健二の長兄にあたります

歩はい

（会話の様子と再現V）小林聡美さん風N「”四川楼”は元々建造さんたちのお父さん、　健三郎くんのお爺さんが始めたお店。　本来長男である建造さんが継ぐのが道理ですが、　若い頃、少々道を外れていた時期がありまして。　そんなこんなで、現在本家を継いでいるのは、　健三郎くんの父親である、次男の健二さん。　三男四男の下の兄弟２人は、　それぞれ横浜市内で、四川料理店を経営しているんだとか」

建造私は兄弟の経営する３軒の店舗をグルグルと回りながら、面倒を見てもらってますお恥ずかしながら、いわば厄介者でして

親子喧嘩取っ組み合いの様子インサート（音声ノイズあり）

小林聡美さん風N「あたかもリア王のような建造さん。　彼から見ても、健二さんの急変ぶりは腑に落ちないという。　あれだけ健三郎さんが後を継ぐことを望んでいた弟の心が、　なぜ、急に、変わってしまったのか？」

建造私も若い頃は少々無茶をやっていたクチですので健二の心変わりに、危ない何かを嗅ぎ取ってしまうんです何か尋常でない理由がある、そんな気がしてならない依頼費は私が負担しますので弟の心変わりの理由を探ってはいただけませんでしょうか

歩分かりました！喜んでご依頼に応えさせていただきますでも…本当に私なんかでいいんですか？ぶっちゃけ素人っすよ、ほぼほぼ

建造お願いします、先ほど立派な推理も伺ったし何より、社会の裏を中途半端に見過ぎた探偵さんよりあなたが適任だと感じたものですから

歩はぁ…それはどうも…

・四川楼前

健三郎、建造と別れて店に戻ってくる歩。

シャッターを閉めた店前に佇む秀樹。

歩はっはぁー、秀樹くんは交渉決裂だな

秀樹まぁ、そういうこった

歩ちゃんと私立探偵だって名乗ったの？

秀樹そんな嘘はつけないよ、だって正式にはまだじゃん要らぬ詮索お断り！ってことで……シャッターガラガラ……ピッシャーン

歩そうか、まあ当然だね、それはそれでいいやとりあえず私は依頼を受けてきたから

秀樹まじかぁ…（ガックリのポーズ）早くも歩ちゃんに、おんぶに抱っこの予感？

歩まぁまぁ、そこは持ってる人か、持ってない人か、だからさしょうがないってことで、ネッ私は早速、明日から着手するから事務所探しの方、秀樹おじさんよろしく頼む

・翌日、歩、健三郎、優一と３人中華街を巡りながら、　それぞれの店前でメモをとる歩。

・不動産屋の内見で物件についていく秀樹。

・別の物件内見の秀樹。

・書類に記入する秀樹。

・中華街の住人らしき人々に聞き込むをする３人。

・契約書に印鑑を押す秀樹。

・階段を降りて、事務所を後にする秀樹。　通りに出て２階にある事務所を振り返って…。

秀樹よし！歩ちゃんびっくりするかなぁ？

軽い足取りで歩き出す秀樹。

翌日、秀樹に案内されやってきた歩。

・コンビニ前

歩さぁどんな事務所かな？秀樹君が選んだ事務所は、さぁ行こう！

秀樹もう着いてるよ、ココだよ目の前

歩ん？コンビニじゃん、事務所に案内してよ事務所だよ事務所

秀樹だからここだよ、ここの2階

歩あー、コンビニの2階ね…まぁね、それはそれで便利かもしれないね何かと…ね夜食とかすぐ買えちゃうしつーか、本当にコンビニ好きなんだね秀樹君はさ

咳払いが聞こえるうぉっほん！うぉっほん！

歩何やら聞き覚えのある咳払いが…

店長歩の後ろから挨拶

店長こんにちは、うぉっほん！うぉっほん！

歩（びっくりして飛び上がる）うわっ！！びっくりしたうっわー咳払い、耳にかかったぁ、やめて…（振り向くとそこには…）アレェー、店長さん？

秀樹そうなのよ、ここも店長さんが持ってるフランチャイズ店なのだから格安で貸してくれちゃったのさ

歩あっそう、そうなんだ（店長に意外とペコペコする歩）あっ、その節は、すっかりわがまま言っちゃってすみませんでした

店長いやいや、あんなに礼儀正しくお願いされちゃそりゃぁねぇおまけに、逆に退職金までいただいちゃって…

秀樹で、しばらくは探偵事務所での収入見込みがつかないでしょだから、探偵の仕事ない時は、ここで働かせてもらうことにした聞いて驚け！最低賃金プラス200円！200円！（右手と左でピースサイン）２ばーい、２ばーい（満面の笑）

歩（引き攣った笑顔で）あーーー、そう…よかったね…

歩M２ばーい、２ばーい、じゃねーよどんだけ好きなんだよ、コンビニの仕事

秀樹でね、この方元々は伊勢佐木警察署の生活課に勤めてたこともあってさ

歩えっ？探偵業の届出するとこじゃんですよね？

店長そうね開業の１日前に出せばOKです

秀樹まぁ届出に、口聞くもなんも無いけどさこの界隈の治安とかに詳しいのって魅力じゃね

歩秀樹ぃー（サムズアップして）ナイスジョブ！

秀樹（胸を撫で下ろす）良かった、歩ちゃんに怒られるんじゃ無いかとヒヤヒヤだったよ

歩ちょっと、やめて下さい、人を鬼上司みたく言うの（店長に）ねぇ、ひどいでしょ、こんなに優しいのにねぇ…あっ、店長さん、ちなみにあの時お渡しした100万って…

店長あー、あれね、あっという間怖いねぇ競馬

歩（秀樹を脇で突いて超小声で）大丈夫なん？この店長？

店長まぁとにかく、うちイートインあるんでね中でコーヒーでも、ね奢りますよ

歩いやいや、私が全員分払いますんで………

楽しげにコンビニに入って行く３人

（黒にフェード）

⸻⸻

シーン４　祝！開所祝い！！そして、招かれざる客

⸻⸻

・事務所外観

・事務所ドア

歩さあ、いよいよオープンだね

秀樹だな

健三郎ワクワクですね！

優一俺らまで、なんかすんません

秀樹ってか、なんでこの２人？いるの？

歩今バイトで調査手伝ってもらってるの、まぁ準所員ってことでお祝いだもん、２人きりよか多い方がいいでしょ？

秀樹そりゃまぁそうだな、よしやるか！

歩ではでは、掲げますよ我々の旗を

４人で入り口に看板を掲げる「スペシウム探偵事務所横浜支部」

歩どうだ！

秀樹素晴らしい！やる気がグンっと出てきたぞ！

歩なんか変な名前ではあるけどね今更だけどスペシウム光線って何よ？（健三郎・優一に）知ってる？

首をブルンブルン振る２人。

秀樹スペシウム光線だよ、ウルトラマンの必殺技（腕を十字に組んで）これこれ、こんな感じでで、ここから光線がビーって…

歩また昭和40年男かよ、知らねーし（笑）（腕を十字に組んで）腕組んで、ビーって言われてもなぁわかった？

若者二人、首をブンブン横に振る

健三郎でも、あゆみさんがそのポーズすると可愛くていいです

秀樹無駄におだてなくていいから、ね気を遣うことないからねでね、これ説明するとなると、例の件が関わってくるのだが……まさかとは思うけど、この２人に例の件は伝えていないよね？

歩例の件てアレの件？

秀樹そう、タイムが……時間が……リープする的な……

歩フツーに言ってあるけど、まずかった？

秀樹やっぱそれはまずいんじゃないの……と思うがなぁだって一族で代々守ってきた秘密でしょ？

歩私関係ないもん、あの一族とは縁切ったし必要があれば、これからも誰にでも言うつもりですが

秀樹（２人に）で、君たちはタイムリープを信じたの？

健三郎まぁ半信半疑というか…

優一てか、信じないでしょフツー。証拠でもあれば別だけど

秀樹（ちょっと安心）そらそうだ（笑）フツーそうだ（笑）じゃとりあえず進めるぞ。スペシウムとは？って話だったよねスペシウム光線とは、ウルトラマンがピンチになると発射する無敵のビームだよだったら最初から打てよ、つーのが昭和40年男の共通ツッコミな訳歩ちゃんもきっと困ったらタイムリープで事件解決しちゃうんじゃないかなーと思ってさ

歩しねーし！あのね、言っときますけど私は事件解決にタイムリープは使いませんから！絶対に！とりあえずこの国の憲法をいまここで決めます。（右手の平を顔の横に上げて）私、歩とパパとマーロウの矜持にかけてタイムリープとビフ・タネン方式は事件解決のためには使わないことをここに宣言いたします！

秀樹絶対に？何があっても？

歩自分都合では使いません！その方が楽だからとか、手っ取り早いとかただし正義と人命がかかっている時は例外とします

秀樹その正義と命がかかっているかは、誰が判断するの？

歩本来は矜持を分け合っているパパかマーロウの役割ですがどちらもいませんので、仕方がないので秀樹おじさんとの合議制とします私の独断では、ぜったーいの絶対に使わないことを誓います

秀樹『仕方がないので』は不本意ですが、同意します

歩それでは今ここに、スペシウム探偵事務所憲法が成立した！とで、横浜支部ってのは？

秀樹ちょっとでも、でっかい組織風の方が舐められないかな……と

歩まっいっか、では頑張りましょう！とりあえず乾きもんと寿司とジュース用意したんで開所祝いを、形だけでもやりましょうよ

言い終わるか終わらないかのタイミングでドアチャイムが鳴る「ブーッ！ブーッ！」

秀樹幸先いいねぇ、早くもお客さんかな？

秀樹、ドアに歩みよりドアを開けながら

秀樹ハイハーイ！

開けるや否やドアを閉め、クルンとこちら側に向き直る秀樹。

秀樹歩ちゃんまずい！ヒジョーにまずい！！き、来た……いきなり来た

歩なんだよ大袈裟だな

秀樹、泣きそうな顔で首をブルンブルン降って、ドアの方をツンツン指さして

秀樹大袈裟じゃない、俺一度しか会ったことないけど……多分、いや絶対間違いない！

歩なんだよ、大袈裟だっつーの、ったく

と言いながらドアを開ける歩、ドアを開けた瞬間固まり…、かろうじて一言

歩あっ！お、おばあちゃん……こ、こんにちは……

祖母ハイこんにちは、何そのお顔は？鳩が実弾喰らって絶命したみたいなお顔だわよ

素早く気を取り直して迎撃体制に入る歩

歩ご無沙汰しておりました、１年ほどになりますかしら

祖母11ヶ月と３日です

歩あー11ヶ月と３日……あーなるほどなるほど…で、今日は、いかがいたしましたか？

祖母表向きは事務所開設のお祝いですわよ（笑）

歩で、裏向きは？（笑）

祖母裏向きであり、本音は警告……（笑）わかってるわよねぇ（笑）

歩警告からどうなると、宣戦布告になりますの？（笑）

祖母まぁ、警告に従わなかった場合は……（笑）即時…かしらねぇ（笑）

歩警告は、事務所を閉じなさい！（笑）タイムリープは口外無用・他言無用！絶対に！！（笑）ということでよろしいですか？（笑）

祖母今日は警告だけ、では失礼するわね（笑）本当にこの界隈は空気が悪いこと、ごめんあそばせ（笑）

祖母後ろ手にドアを閉める、最初はそっと、最後はバン！

顔を見合わせる秀樹と歩

「なになに？」「どうしたの？」という表情の高校生二人

健三郎えーっと…歩さん…誰？

歩んー、んー、まぁね乾杯しよ、乾杯（ガサゴソとレジ袋からビールとジュースの缶出して）秀樹おじさんはビールでいいわよね我々は一応ジュースで、ね（秀樹に）一応年配者ということで…お願いします

秀樹あっ！あぁ、そ、そうね、年長ねでは、我らが事務所の開所を祝って……か、カンパーイ……

全員カンパーイ…

なんだか盛り上がらない乾杯

秀樹じゃ、とりあえず…俺は下で働いてくるわ決して逃げるわけではなく、ね仕事だよ仕事、じゃ

歩ハイ！じゃ、さ、寿司つまも、ねわぁ寿司だ寿司だ

静かに寿司をつまむ３人。

歩あーやだ、こうして神妙にお寿司つまんでるとパパのお葬式思い出しちゃうわ

シーンとした室内。黙々と寿司をつまむ３人。

小林聡美さん風N「パパのお葬式を思い出している、　お姉さんとつまむ寿司。　高校生二人にとってどんな味だったのか？　多分、砂の味だったと思われる」

シーンとした室内。黙々と寿司をつまむ３人。

（黒フェード）

続く



第３話：会議は踊る、事件は進む　105年間の空白とは？『タイムリーパー”あゆみ”：ヨコハマ探偵物語』

⸻⸻

シーン５　初めての捜査会議は……予想通りの難航

⸻⸻

・スペシウム探偵事務所 横浜支部 看板

・外は暗く　壁にかかった時計は午後8時になろうとしている

・ホワイトボード前に４人が集合

小林聡美さん風N「聞き込みをはじめとする、これまでの調査結果を持ち寄っての、　初めての捜査会議が、今まさに始まろうとしています」

ホワイトボードの前に立つ秀樹

その前に歩、健三郎、優一がスチール机を前にパイプ椅子に着席

秀樹の発言を静かに待っている

秀樹（両手を叩きながら）はい、はい、注目ぅーはい、そこー私語を謹んでくだいよぉ

歩とっくに注目してんじゃん、ねぇ

「うんうん」と頷く健三郎と優一

優一誰一人私語してねーし

健三郎ってか、一人じゃ私語できないしね

歩で、一体何やってんのよ秀樹は？

秀樹いやいや、これやらないと始まんないの知らない？金八先生毎週金曜夜8時！みてねー

歩もういいよぉ、昭和40年男ごっこはさぁさすがに飽きた！しばらく禁止！

秀樹あっ、そうでは所長どうぞ

歩えっ？なに？私が仕切るの？

秀樹だって所長でしょ？

歩じゃぁなんの段取りだったのよこれ？まぁいいやでは、当事務所が開所して初めての捜査会議を行いますで、秀樹おじさんはそこに残って、書記やってくれ

秀樹（マーカー握りしめて腕まくり）（反省のかけらもなく、やる気満々で敬礼のポーズ）はい！

歩では始めまーすまずは、捜査の目的！秀樹君ちゃんと書いてよえーと、なぜ健三郎君と優一君のお父さんたちが急に意見を正反対に変えてしまったのか？調査！これ！目的！

ホワイトボードに言われたことを書く秀樹

歩これに関してはまずは二人に、理由を聞いてもらいましたでは健三郎君

健三郎（その場に起立、メモを取り出して）ハイ、11月17日の夜親父に理由を聞きました

（回想）自宅台所の食卓でビールを飲んでいる、仕事終わりの父親

父親（佐藤 健二）（コップのビール飲み干して）くーっ！うめぇ～！

風呂から上がった健三郎タオルで頭を拭きながら入ってくる

父親おーお前も飲むか？

健三郎飲まないよ、未成年の息子になに勧めてんだよあのさ…

父親なんだ、継ぐ継がないの話だったらやめてくれ仕事終わりで疲れてんだ、無駄な喧嘩したくね

健三郎Mこうしてみると老けたよな身体しんどくて、店畳みたい？まさかデカイ病気ってこと無いよな

健三郎いや、継ぐ継がないじゃ無くてさなんで継がせたく無くなったのか理由を教えて欲しいんだよなんでよ？

父親お前にゃ関係ねえ

健三郎無くないよ、俺の一生のことだぞ？継がせたくねぇ、わかりましたって訳には行かないだろ

父親まぁお前があんまりしつこいから俺も考えたんだけどよそんなに四川やりてーならさ俺の兄弟弟子の前島さん、お前知ってんべ紹介してやるから、あそこ修行に行けそれで金貯めて、自分で店持つってことなら俺だって反対しねーよ

健三郎まぁありがたい話だけどさなんでこの店継いじゃいけないんだよ俺だって、いきなり継ごうなんて思っちゃいないよちゃんとよその飯食って、ちゃんと修行してそのうえで、この店継ぎたいって言ってんだよなんでダメなんだよ

父親ダメなもんはダメだこの話は終わり！俺は明日もあるから風呂入ってクソして寝るからな

「あーあぁ」と伸びをしながら、台所を出ていく父親

・スペシウム探偵事務所

歩うゎーきったねクソして寝るだって

健三郎人の親にそういうこと言わないでくださいよ

歩おーごめん、ごめん冗談です冗談話聞いてると、いいお父さんじゃん

健三郎まぁ、改めて考えるとねそうでなきゃ、継ごうなんて思いませんよ普通

歩そりゃま、そうだ茶化してごめんねで、優一君の方は…

優一ウチは、とにかく継げの一点張りで…話になんなかったっす

（回想）すでに喧嘩が始まっている

優一テメェ「おメーのこと思って言ってんだ！」とか歯の浮くようなこと言うんじゃねーだろーなぁー

父親（中島 剛）オメーのことなんきゃ、思ってねーよおりゃー横浜中華街全体のこと思って言ってんだバカが

優一なんで俺があと継ぐのが中華街全体のためなんだよ

父親だからよ、料理が嫌ならヤンなくていいって言ってんだろが経営者としてでもいいから後を継げって言ってんだよなんで、こんな上手い話のってこねーのか理解できねーよ

優一こんな吹けば飛ぶようなクソ中華の店経営することのどこがうまい話なんだよ！バカか？！

父親バカはお前だっつーてんの！！これから、うまい話になんだよ

優一どうやったら、このいつ潰れてもおかしくない店がうまい話になんだよ

父親それは言えねーなそこまでオメーを信用しちゃいねーからよ

・スペシウム探偵事務所

歩で、結局理由はわからず

うなずく、健三郎と優一

小林聡美さん風N「つまり、　健三郎君のお父さんは、料理人になるのは構わない。　ただ、店は継がせない。　一方、優一君のお父さんは、料理はしなくていい。　が、店は継げ。　そして、それが中華街のためになるらしい　で、二人とも、肝心の理由は教えてくれない　うーん…なんで？」

歩結局、理由はわからずじまいだったので今後、正式に調査に入りますここまで秀樹君大丈夫？

秀樹全然大丈夫じゃない、書くの全然追いつけてない君たち喋るの早過ぎ

歩どれどれ…えーと…自宅食堂でお父さんがキリンビールを飲んで「あーうめー」ってまだここかよ？（健三郎振り向いて）しかもキリンビールなんて言ってないよね

健三郎言ってませんし実際に飲んでたのはアサヒスーパードライでした

歩いい！いいって！アサヒスーパードライに書き直さなくてもいいです！もう書記いいや、そこ座っててくださいロンパールームのぬいぐるみのようにiPhone回してるから、記録は大丈夫だからで、なんですが…まずは想定しうる、可能性を考えてみましたまず真っ先に浮かぶのか…（マーカーでホワイトボードに書く）はい！これね（ホワイトボードには「地上げ」の文字）「地上げ」普通に考えると、まぁこれ関連じゃね？って思うよね

（聞き込みの様子インサート）・歩、健三郎、優一と３人中華街を巡りながら、　それぞれの店前でメモをとる歩。

・中華街の住人らしき人々に聞き込むをする３人。

小林聡美さん風N「なので、秀樹君がこの事務所を探している間、　若手３人で、周辺のお店を中心に聞き込みをしたんです。　でもね、中華街にはその手の話は　常に大なり小なりあるものの、　特別な「何かが起きている」と感じている人はゼロ。　不動産情報誌や、ネット上の情報からも、　特に地価や物件が高騰していると言う事実はない。　つまり、、、」

歩収穫はゼロ…。です今の所なので、不動産屋の聞き込みなど引き続き、地上げの調査も続けはしますが…地上げ以外で、これは！？と思いつく事はないかしら

一同腕組みしながら考えるしばしの沈黙が事務所を包む

秀樹あのさ…（挙手をして自信なさげに話し始める）これはね、例えばなんだけどさ………

バンっ！突然ドアが開いて、店長が飛び込んでくる

店長ちょ、ちょ、ちょっとちょっと山口君すぐ来て、お店お店！早く早く、いいから来て来て！！

店長、秀樹の腕を掴んで部屋の外に引っ張って行こうとする

秀樹えっ、えっ？ど、どうしました？お店？また万引き？あの女子高生、結構可愛いのにねぇなんで万引きなんか………

秀樹を引っ張って外に連れ出そうとする店長

店長いや、違う、怪我人怪我人怪我人が、車から………いいから早く

秀樹怪我人？車？

ドタドタと部屋の外に転がるように出ていく二人

健三郎なんだ？なんでしょ歩さん

歩わからん…が、我々も行こう怪我人がいるなら人手が必要かもしれない！

全員駆け足で部屋の外に

空っぽの事務所

⸻⸻

シーン６　その時、事件は動いた

⸻⸻

・コンビニの駐車場男性が倒れているその脇で片膝をついて介抱しようとしている店長と秀樹夜のせいか周囲に通行人やコンビニのお客さんはいない

男を抱き抱えて起こそうとする店長と秀樹

男あっ、イテテ、痛ってー　ちょっと触らないで、痛い、大丈夫だから

駆けつけてくる歩、健三郎、優一

優一（男を見るなり目を逸らして）うっわーひでぇ、ひでぇなこりゃ血だらけじゃんよ

男は頭から出血しているのか、顔の半分から胸まで血に染まっていた

歩これって一体どういう状況？おかしいでしょ色々と

（回想インサート）車が止まり、ドアから男性を放り投げて逃げる様子（ノイズあり）

店長急に車が止まったと思ったら、ドアが開いてこの人放り出して、急発進で行っちゃった

優一ってか、陳さんじゃん！（健三郎に）なっ、陳さんだよな

健三郎（優一に手で落ち着くように促し）わかってる、わかってる店長さん、担架、担架ないんですか？

店長コンビニに担架は常備してないよ

歩だめ！動かさない！それより救急！私、事務所にスマホ置いて来ちゃったんで誰か持ってる人お願い　急いで！

優一、慌ててスマホをデニムの尻ポケットから取り出す

男（陳 豪 ”チン・ハオ”）ちょ、ちょっと救急車はダメ、やばいやめて

歩そうはいかないよ！優一君、早く！電話して！

陳ダメだ！頼む

秀樹歩ちゃん、何か事情がありそうだ（健三郎・優一を見て）彼らの知り合いみたいだし…一旦事務所に運ぼう

歩（陳に）本当に大丈夫なの？歩ける？

陳（うんうんと頷いて）だ、大丈夫だ‥

歩が陳の両腕へ手を入れて、そっと抱き起こした

男が横たわっていた地面に

何かが落ちているのを見つけた歩

素早く上着の中に隠す

男は辛うじて立ちあがったが、右足ががくんとなり

するどく呻きながら、崩れるように坐りこんだ

歩（脛を軽く触って）右足の脛だね折れてはないと思うけど…ヒビくらい入ってるかもね健三郎君、事務所行って毛布とってきて

毛布の上に横たわった陳陳を乗せた毛布の四隅を歩、秀樹、健三郎、優一が毛布を手に巻くように持って階段を上がっている店長が事務所のドアを開けて待っている

事務所のベッドに毛布ごと陳を下ろす４人

歩よしと、秀樹おじさんお水飲ませてあげて店長さん、ちょっと…（店長を部屋の隅に連れて行って）（小声で）店長さん、元 伊勢佐木警察署勤務でしたよね？この管内に、話のわかるお医者さんっていませんか？

店長心当たりない訳じゃないけど…普通の医者じゃダメなの？

歩（上着の裾を開いて）これ（ズボンの腰に刺してあったナイフを、手に取って見せる）刃渡２０センチはあるもちろん銃刀法違反だしこれはただの喧嘩じゃなさそう

店長確かにな、彼を医者に見せたら警察に連絡される可能性はあるな頭の傷は？

歩彼の傷は刃物じゃない、このナイフも使った形跡はないだから届ける義務はないと思うけど………でも、届けるよね、普通の医者なら

店長仮に刃物であっても、義務ではないんだがこのケースでは届ける医者の方が多いだろうなどうも、あまり気は進まんが…彼らの知り合いって事なら…まぁ心当たりの医者に連絡取ってみるよ

歩お願いします（陳が横になっているベッドに戻る歩）

秀樹（歩に話しかける）ずいぶん慣れてんだな、こういったことの処理にさ

歩前に言ったでしょノルマンディ上陸作戦にも行ったしパリのレジスタンスのアジトに一週間寝泊まりしたこともあるって他にも色々ね

秀樹タイムリーパーやってんと、色々とあるわけか

歩そいういこと　普通じゃないことが色々（男に向かって）喧嘩なの？なんで刺そうと思ったの？

男くっそー　ナイフ返せよ

歩だーめほらお医者さんきたよ

駆けつけた医師の治療を受ける陳インサート（ノイズあり）

小林聡美さん風N「男の名は陳 豪 ”チン・ハオ”といい、年は25。驚いたことに優一の店「香港金龍軒」の隣、台湾料理「陳記台湾」の次男である。　10代の頃はそこそこヤンチャで、健三郎、優一の印象は　おっかない兄ちゃん。　今でも、できれば近づきたくない存在らしい。　店は長兄が継いでおり、彼は地元テレビ局のアルバイトとして、　一応は…真面目に働いている、と本人は言っている。　店長が呼んだ医者に診てもらうと、傷は頭に二カ所、肩から背中、腰、足　　などに5,6カ所あって、刃物の傷はなし。　棒か何かで撲（なぐ）られたらしく、脛の骨にはやはりヒビが入っていた

医師訳ありの患者って言うから来てみたらハオか最近大人しくしてると思ってたけどな…相変わらずなのか？

陳（頭下げながら）真面目にやらせてもらってますありがとうございました

医師一応処置はしておいたから、命に関わるような怪我ではないが念の為、しばらくは安静にな

身の回りを片して、ドアを出て行く医師

歩先生ありがとうございました（健三郎、優一に）お知り合いみたいね隣り合った３軒が勢揃いってわけだね

健三郎、優一あいまいに頷く

歩さて、彼が事の真相に一番近そうだけど…その前に秀樹おじさんさっき何か言いかけてたよね

（回想）

一同腕組みしながら考えるしばしの沈黙が事務所を包む

秀樹あのさ…（挙手をして自信なさげに話し始める）これはね、例えばなんだけどさ………

バンっ！突然ドアが開いて、店長が飛び込んでくる

・現在の事務所

歩あの時何を言おうとしてたの？

秀樹いや、まさに彼の実家の話だよ君んとこ、お店の前に「台湾屋台」いわゆる小吃（シャオチー）出してるよね

健三郎、優一「そうそう」と頷く

秀樹昨日、変なチンピラに屋台めちゃくちゃにされてたろ高校生くらいの売り子の女の子ショックで泣いてたよなあれ君の妹さん？

陳くっそーあいつらぶっ殺してやる

秀樹だから、この二人の店だけでなく隣の台湾料理店にも異変が起きているのかなと

歩秀樹おじさん図星だったみたいだねさすがコンビニ歴40年

秀樹それ関係ないしねぇ店長

店長ワシ、もっと関係ないし

歩さてと、うちの若手２人組はちょっとあなたにビビっちゃって、近づきにくいみたいなんで…私が代わりに聞きたんですけど

陳なんだよ

歩今お隣の２軒で起きてる親子間の揉め事についてはご存知？

陳家を継ぐ継がないの親子喧嘩だろ？あんだけギャーギャーやってりゃーないやでも聞こえてくるよ

歩聞こえるだけではなくて、あなたのお家を含めたあの地域一帯に起きている問題だから知っているんじゃないの？

陳地域一帯ってわけじゃぁねーけどなまぁな

歩当然彼らにも関係あることよね

陳まぁな、大アリだな結構、隠したりしないで目立つ形で聞き込みとかしてたろあれ、連中にバレてんぞだから連中、俺をこの事務所の前に捨ててったんだよ見せしめと警告にな

歩なるほど思ったよりめんどくさいことに私たちは足を突っ込んでたってわけね

陳まぁそう言うことになるな（健三郎、優一に）親父さんたちは、お前らを巻き込みたくなくて黙ってたんだよ　それなのに

健三郎（恐々と）でも、家族のことならどうして建造おじさんは知らなかったんですか？建造おじさんが歩さんに依頼したんだ建造おじさんにも言えないお店の秘密って…

陳そうだな、親父さんは家族・一族に迷惑かけないで自分だけで解決する気だったんだろそう言った意味では一番割に合わないのがこちらのお嬢ちゃんと、爺さんだな全くの無関係なのに巻き込まれちまった

歩嫌だ嫌だ、一族だどうだって話…何はともあれ、もう私たちも部外者じゃないってことだよねつまり、危険でもあるし、知る権利もある、と…

陳（ベッドに腰掛けようとして）痛っ！イテテ

歩横になったままでいいよ

陳いや、寝転んだままできる話じゃねぇんだ（健三郎、優一に）悪いけどな、起きるの手伝ってくれや

（健三郎、優一に抱えられて、起き上がる）（ベッドに腰をかけて）

陳さて、どこから話そうか？そうだな、話は105年前に遡るんだ

健三郎はぁー、105年前っていつ？

優一105年前の話？今と関係あるわけねーし

秀樹歩ちゃん跳んだことは？

歩跳んだ事はない…跳んだことはないけど…（呟く）105年前　大正10年関東大震災の２年前………か

小林聡美さん風N「さぁ、風雲急を告げてきましたよ。　105年前にいったい何があったのか？　関東大震災の２年前か…と普通に呟く18歳少女が一体どこにいる？　ここにいるよ。　と言うわけで、いよいよ時かけ探偵の本領発揮か？　いや！しかし事務所憲法はどうなる？」

（回想）

歩私は事件解決にタイムリープは使いませんから！絶対に！とりあえずこの国の憲法をいまここで決めます。（右手の平を顔の横に上げて）私、歩とパパとマーロウの矜持にかけてタイムリープとビフ・タネン方式は事件解決のためには使わないことをここに宣言いたします！

秀樹絶対に？何があっても？

歩自分都合では使いません！その方が楽だからとか、手っ取り早いとかただし正義と人命がかかっている時は例外とします

・現在の事務所

小林聡美さん風N「早くも、この国の憲法は破られてしまうのか？それとも…。　そして歩は深い推理の世界に入って行くのです」　パイプ椅子の上であぐらをかく歩両手の人差し指を頭の横に着けて、くりくり回す。

秀樹おーっ！出た、出ましたおぉ神よ！昭和40年男禁止の封印が解かれたぁー

優一歩さん、何やってんだ？

健三郎一休なんとか？らしい

引き続き両手の人差し指を頭の横に着けてくりくり回し続ける歩

（黒フェード）

続く



第４話：大正1２年関東大震災発生！　　　　その時、横浜中華街に一体何が起こったか？『タイムリーパー”あゆみ”：ヨコハマ探偵物語』

⸻⸻

シーン７　事件の真相

⸻⸻

（前回のセピア色回想シーン）陳さて、どこから話そうか？そうだな、話は105年前に遡るんだ

歩（呟く）105年前　大正10年関東大震災の２年前………か

（黒にフェード）

・現在の事務所

こめかみをクリクリする人差し指のアップ

息を呑んで見守る秀樹、健三郎、優一の３人

店長ワシ、店があるんで戻るよ

店長部屋を出ていく

パイプ椅子の上であぐらをかく歩両手の人差し指を頭の横に付けて、くりくり回す。

おもむろに両こめかみでクルクルしていた手を下ろし…。

歩陳さん、話の続きまだ？

陳はぁ、なんかクリクリ始まっちゃってみーんなして真剣な顔して見守ってるからそれ終わんの待ってたんだけど俺

歩あーごめんなさい私も陳さん、ちっとも話し始めないなーって待ってたのよ

秀樹それは、俺が悪かった、謝る昭和40年男ハジマター！って嬉しくなっちゃってじーっと見ちゃった

健三郎そうそう、俺らも秀樹さん見てついつい釣られていや秀樹さんが悪いとかではなくてなっ

優一そ、そうだな、つい釣られてななっ

歩まぁ、それはいいとしてですよで、105年前に何があったんです？

陳関東大震災で燃えちゃった、（健三郎と優一を顎で指しながら）こいつらの店とうちの店３軒分の、105年前の書類？土地や家、借りた借りないの証文とか、土地の権利書とか借金の証文とかが、出てきちゃったんだと

歩なるほどねぇ、そういうことかおおよその見当はつくけど…今回のトラブルそのものの経緯について教えてくれますか

陳最初は客として来たらしい、あいつが一人で

歩あいつ？あいつとは？

（回想シーンインサート）

小林聡美さん風N「陳君の言い分はこうなんです。　２ヶ月ほど前、9月のまだ暑い時期に40代くらいの男が　一人で店にやってきた」

男、Aランチ：魯肉飯（ルーローハン）セットを黙々と食べている

食べ終わり、レジで支払いを済ます男

男ペイペイ…大丈夫？

主人はい

小林聡美さん風N「怖い感じの人が、ペイペイとか言うと、逆になんか怖い…」

主人、男のスマホからバーコードを読み取る

スキャナーが、ピッ

主人はいOKです、ありがとうございました

男おやじ、ちょっといいか？

主人はい、なんでしょ？

店の一番奥のテーブルで話をしている二人男がカバンから書類封筒を取り出す

陳で、親父の気の良さにつけ込んで野郎、言いがかりをつけてきやがったんだ

小林聡美さん風N「男は、とある外資系の大きな企業の名刺と、　数枚の古びた書類を出してきた。　それは、関東大震災で焼失したと思われていた　古い書類なんだと言う」

歩なるほど、それで「アンタらの土地は我々が権利を買い取ったしかも3軒分だ」的なことを切り出してきた

陳あれ！？ほぼ一語一句それ！なんで？見てた？…訳ねーか

歩まぁその辺はね、わかるのよ、大体ねで、立ち退けと

陳そう！そん時、俺が店にいりゃーぶっとばして、追い返したんだけどよー「そちらにも悪い話じゃないですよ」とか言いやがってよ親父も人がいいからさちょっと考えさせてくれって

歩悪い話じゃないってのは…本来なら追い出すとこだけど十分な立退料をお支払いしますのでみたいな事言ってきたんじゃないの？

陳そこはよく知らね、俺はもう立ち退けって言う言葉が気に入らねぇからさそこで一気に頭に血ー登ってよそれに、その辺りの詳しい話聞いても俺わかんねーし下手に聞くと丸め込まれそうだから聞かなかった

秀樹陳君、それは正解！いい判断だよ俺なんかもさ、ボンヤリでしかも気が弱いからさ、うまそうな話は絶対聞かないもんね優しくされても、脅されてもどっちにしてもお金払っちゃうタイプだから偉いな君

陳ジジィー！誰がボンヤリで気が弱いだとー！！

秀樹いやいや、俺が、俺がそうだよって話だから…怒らない怒らない、悪かった悪かった

小林聡美さん風N「まとめましょうかね。　彼らは本来はタダで立ち退いてもらうところだが、　揉め事にしたいわけではないので、立退料はお支払いします。　と言うことで、相場の倍の値段を出してきたそうです。　まぁ、そう聞くとあながち悪い話という訳でも　ないように聞こえます」

歩で、当然３軒の親父さん達が集まってその話を共有したって訳だな…なるほどね、ここで親父さん達の立場がキレイに分かれたってわけね

秀樹そういうことか息子を面倒に巻き込みたくないから「継がせない派」と跡取りもいるんだぞ、倍額じゃ足りないで、徹底抗戦して、倍額を「３倍４倍に釣り上げたい派」ってことか

歩で、陳さんはなんでこんな目にあっちゃた訳？

陳バイトしてるテレビ局にそういう歴史に異常に詳しい人がいてさ関東大震災で燃えてたはずの書類がさ今更出てくるなんてあり得るのか？聞いたんだよ

秀樹おー、直情型の人間にしては冷静な判断だな偉いぞ陳君にしては

陳もー！なんなんだよ、このジジィー！いちいち空気読めない相槌打ってっとジジィだからって、しまいにゃボコるぞテメェー！

秀樹（歩の陰に隠れて）いや、悪気はないんだメンゴメンゴ

陳メンゴメンゴぉー？テメェー！

歩（陳を手で制して）申し訳ない、もう間違いなくこっちの爺様が悪かったごめんなさい（秀樹に）秀樹おじさんはしばらく黙ってろ、いいな？

秀樹（歩の陰でウンウンと頷く）

陳で、俺は連中の事務所、寿町にあんだけどそこに行って、そんな書類がある訳ねぇ調べはついてんだぞ！って言ったらよこの有様だよ

（相手事務所のセピア回想シーン）

小林聡美さん風N「まぁ調べはついてるっていうのは、　バイト先の詳しい人がそう言ってるぞ。　っていうだけの、ノーエビデンスのハッタリだったんだけど。　歩達の聞き込みの動きも把握していた連中は、過剰に反応。　「お前らグルだな？」つまらないことほじくり返すとこうなるぞ。　ってことで、陳君は軽く可愛がられて、　見せしめに事務所前に放り出された。　と、これが今回の事件のあらまし、なのね」

歩つまらないことをほじくり返すな、ねぇ我々に都合の悪いことを調べるなって、私なんかはとっちゃうんだよねぇ

陳まぁな、もろにそんな雰囲気は感じた

秀樹でもさ、その程度のクレーム言うのになんでこんな大きなナイフ持ってったわけ？これ持ってなきゃさ、傷害事件として堂々と警察に訴えられたのに…

陳そこはまぁ、俺もああ言った連中のやり方をさあながち知らねーわけじゃ無いしな丸腰で行くことが弱腰って取られたら端から相手にされねぇからな理屈を言っても聞きやしねぇよ

歩確かにね実働部隊は下っ端中の下っ端だから単なる暴力装置だと思うよ大きな意味では自分が何をしているのかさえ多分知らない、だから彼らにクレームをつけても無駄彼らは存在していること自体が住民のクレームに対しての抑止力だしもっと言えば、抑止力の象徴いつの時代も、大きな組織は市民に対してこれで無理を通してきた色々な時代で、私はこの構図を見てきた陳さんは、本能的にその構図をわかってるんだと思う

秀樹あまり近寄りたくない世界だなまぁ、もう遅いみたいだけど……歩ちゃん、泣き寝入りするタマじゃないし

歩陳さんさ、一つとっても重要なこと聞きたいんだけどいい？

陳なんだよ、まぁ女性の質問なら受け付けるよあんた好みだし

歩ありがとさん（作り笑い）書類が出て来たのは、あなたたち3軒分だけ？それとも、複数？

陳コレだけじゃない、みたいな事は言ってたな

歩なるほど…、そうでしょうねあなたたち３軒分だけで事務所まで構えるのは、絶対におかしい…その、バイトしてるテレビ局にいる歴史とかに異常に詳しい人って会ったりできる？

陳まぁ、色々と世話にはなったわけだし俺ら３軒は運命共同体でもある訳だからなんとかブッキングしてみるわ

優一（小声で）ブッキングだって（笑）テレビ屋ぶっちゃって、バイトのくせに

健三郎（小声で）しっ、殴られるぞ

歩ねぇ陳さん悪いんだけど、のんびりまた明日って話じゃなさそうなのよ、多分今すぐアポ取ってもらってもいいですか？

陳OK、じゃ、まぁラインしてみるわ

片手で器用にラインを打つ陳

歩ライン？電話じゃなくて大丈夫？返事はなるべく早く欲しいな…

陳大丈夫大丈夫、ずっとスマホ握りしめてっからあの人寝る時もだぜ（笑）返信必ず、1分以内…と

スマホ返信のバイブレーター

陳な、おっ、今自宅だといつでも大丈夫だってさ自宅は根岸の不動下のマンションだわ住所送るからライン交換しようや

健三郎俺、陳さんとライン前に交換したことあるんで俺に送ってもらえれば、転送しますよ

陳いらんこと言うな、俺のラインはな、女性専用なの！俺は彼女のラインが欲しいのよ良いよね、ねっ

歩構いませんよ、じゃ、このQR読んでくださいで、送ってください、はい！来ました

陳（ベッドに寝転がって手を振る陳）じゃ、行ってらっしゃーい

優一あれ陳さんは？

陳俺は怪我人だぞ、もう少しここで休ませてもらうわ

歩まぁとにかく、結構な怪我してる訳だしここ使ってていいからゆっくり休んで、ね出る時は下のコンビニで店長さんに一声かけてもらえれば良いからよし、行こう

部屋を出ていく４人

出ていったと思ったら、ドアを開けて歩が顔を出す

歩何さんだっけ？これから会いにいく人

陳赤間さん

歩赤間さんねOK、行ってきます

歩ドアを閉める、バタン

・本牧を走る横浜市営バス５８系統

バスの後部座席に４人横並びに座っている秀樹が隣の座っている歩に話しかける

秀樹たまにはバスもいいね歩ちゃん

歩呑気か！

秀樹でさ、やっぱり歴史とかって聞いとく必要あるんだ

歩そうね、この辺りは歴史的に日本でもかなり特殊な地域なのよちょっと確認しておきたいことも２、３あるしね

秀樹やっぱタイムリーパーは歴史に敏感になるってこと？

歩うーん、どうしてもそうなるわねそっちの勘が、かなり磨かれるのよ色々な時代に跳んでるとねー

秀樹ふーんそう言うもんか　

⸻⸻

シーン８　大正1２年…関東大震災発生！　　　　　その時横浜に、関内に、　　　　　中華街に、一体何が起こったか？⸻⸻

・横浜・根岸、不動下のマンション

マンション前の４人

歩さぁ！到着ー！（スマホ見ながら確認）ここで間違い無いわね

優一（スマホと看板照らし合わせて）「エクセル根岸」間違いないですねここの501号室です

歩、マンション入り口セキュリティインターホン＃５０１押して

歩すみませーん

中年男性がインターホンに出る。なぜかスマホを見ながら…。

赤間はーい！はいはい

歩私、あの先程…

赤間（説明全部は聞かずに）今、開けまーす

ドアの施錠が外れる「カチャッ」

歩あ、ありがとうございます、失礼します

マンションに入る４人

歩、501号室のドアホンを鳴らす

赤間が扉を開く、手にはスマホ

赤間（スマホに話しかける）きたきたきた、きたよおーマジで可愛い、いいねいいね、これがお前の好みか？大丈夫、大丈夫、俺も好みだぞっ（歩に）はいはい、どーぞどーぞほら、ハオちゃん

歩にスマホを向ける赤間

案の定ライン電話の相手はニタニタした陳 豪 ”チン・ハオ”

歩やっぱお前か！はぁ、もうちょっと真剣になれないの？あんた今、暴力行使されて安静の人だよ

陳いいじゃんか、俺だって紹介した責任があるからよちゃんと到着できたかさ、心配だったってわけ（笑）

歩じゃぁもういいでしょ、大人しく寝てなさい！

赤間にスマホを返して改めて赤間を、値踏みするような目で観察を始める歩

歩Mなるほどね、このタイプか黒ずくめ業界人黒のTシャツに黒ジャケ、黒パンツでノーネク、黒縁メガネ、これ多分伊達だねまぁ自宅着だと思えばまずまず、ちゃんとしてはいるか…

歩初めまして、探偵の誠ですもうご存知のことかと思いますが…

赤間（説明を皆まで聞かず喋りだす）あぁ、いらっしゃい、事情はハオちゃんからあらまし聞いてるよまぁ座って座って、今お茶出すからさダージリンとセイロンあるけど…どっち？

歩あー、っと、どっちでも…

赤間じゃあ勝手に選んじゃうよあとで文句なしってことで

歩M言わねぇよ、そんなセコ文句

歩はぁーい、お任せしまーす（笑顔）

キッチンでお茶の準備を始める赤間

小林聡美さん風N「赤間さんは地元テレビ局の局員、って　陳君は誤解してますが、　実は単なるフリーのディレクターです。　もう25年ほどこのテレビ局に出入りしていて、　態度もなかなかの厚かましさなので、　バイトの陳君が誤解しているのも無理はない。　外注で使ってもらってる立場なのに　昔AD仲間だった社長をちゃん付で呼んじゃう、　そんな昔ながらの、業界人気質のおじさんです。　ただ東京の、いわゆるキー局でも　なかなか忙しく仕事はしていて、　あちらでは売れっ子として扱われているので、　なかなか侮れないおじさんでもあるんです」

赤間、４人に紅茶を出して

赤間はい、やっぱ気が変わってアッサムにしたよどーぞ

歩赤間さんは、紅茶にはこだわりが…

赤間（歩の話を途中で遮って）いやいやいや、別にどうでもいいのよ紅茶なんてさ別にどーでもね

歩Mおっと、めんどくせえぞこの人ちょっと、気をつけたほうがいいな

赤間さてさて、どこから？

歩大体は知っているつもりではあるんですが復習を兼ねて、中華街がある関内地区の特異性からお願いしますあっ、開港の歴史とか横浜市史っぽいのは結構です今回は105年前の話から…

赤間そうだねぇ、とは言っても一応最低限の知識から…いや、歴史の授業はする気はないんで安心してね105年前の横浜の前提からお話しするとだね105年前の横浜は、開港から60年ほど経っていて国際貿易港として繁栄を極めていたもののその２年後には、とっても大きな試練に見舞われるんだけど…まぁ、激動の時代だったわけ。

小林聡美さん風N「開港以来、日本の表玄関として、　西洋文化や最新の技術がいち早く流入した横浜。　大さん橋や新港ふ頭などが建設され、　日本屈指の貿易都市として活気に満ちていました。　文化の発信地でもあり、鉄道の開業や近代産業の育成が進み、　文明開化の中心地として、　独自のモダンな街並みや文化が形成されたんです」

赤間でな、そんな栄華を誇っていた横浜特に関内を中心とした中心部を奈落の底に突き落としたのが……？（歩を指差して）ほい？

歩大正12年…関東大震災……ですよね

秀樹よくそれが瞬時に浮かぶねなんで？歴女？（笑）

歩歴女じゃないよ（笑）タイムリーパーだよ（笑）（真顔に戻って）色んな時代（とこ）跳んでっから105年前に跳んだ事はないって言ったけど103年前にはあるの、跳んだことがそして、無自覚に二度も被災経験あるんだ、私…

健三郎どういうことですか？

歩最初はね、ある件で大正12年に跳んだ時普通に被災したの学校で教わった9月1日防災の日と実際の関東大震災が結びついてなかった無知だったからね防災の日が関東大震災が発災した日っていう、知識はあっても実感として根づいていない知識だったのよだから普通に被災した左脳は知っていたけど、右脳は不意打ちを食ったのこれが私の、最初の関東大震災の体験死ぬほど後悔した体験

優一何があったの？

歩一緒にいた人が亡くなった私は知識として知っていたのにそれがどういうことか、深く考えずにぼんやりと生きてたから、不意打ち食って私がちゃんとしていれば彼女は死なずに済んだんだ

秀樹関東大震災ではたくさんの人が亡くなったんだろ？

赤間約10万５千人…だな

秀樹それだけの凄惨な大災害だったんだ歩ちゃんのせいじゃないよ

歩いや助けられた！出来たはずだよ！大正12年９月1日午前11時58分ここまでわかっていたのにだよなのに私は何もできなかった

健三郎で、二度目っていうのは？

歩過去に戻って、歴史に関与してはいけないって一族の厳格な掟だったんだでも………後悔して悩んで、悩んで後悔した末に、決めたんだ私もう一度9月1日に跳んで、今度こそ助けようって

秀樹で？助けられたの？

歩ダメだった、当たり前だけど彼女のそばには私がいたよどうしても近づくことはできなかった

秀樹歩ちゃんらしくないなそういうときは、遠慮なんかしないでバーッと助けに行くのが歩ちゃんじゃんか

歩気持ちじゃない、物理的に近づけなかったんだ空間に拒絶されてる感じ？そして同じことが起こったよ私の目の前で………それ以来、私は絶対に大正12年9月1日には近づかないようにしてる

赤間あなたはさ、タイムリーパーって言ってたけどさそして周りのみんなも当たり前のように受け入れてるみたいだけど君たち正気で………（歩を見据えて）特にあなたさ、マジで言ってんの？大丈夫？

歩もちろん、だって事実なんだからしょうがない受け入れるしかねお話続けてください

赤間なるほど、俺ん中でちょっと危ない人たち認定したけどいいよね俺、そーゆーこと絶対に信じない人なんででだ、とはいえ長々と説明をすると、聞く方も大変だし説明する方も疲れちゃうんでね思いっきり、簡潔に説明するね

歩お願いします東京より震源に近かったこと煉瓦造りの洋館が多かったことで関内地区は一瞬にして壊滅したそうですよね

赤間そう、なんだ知ってんじゃん問題は街をどうやって再建したかだこれも答えを知ってそうだな

歩そうですね、色々なところで見て来ましたから瓦礫で廃墟となった街を埋め立て嵩上げして新たな街を建築したですよね

赤間そう、シカゴ、サンフランシスコ、リスボン……「大災害 → 膨大な瓦礫の発生 → それを土台にした強引な近代都市計画」というパターンは、人類が何度も繰り返してきた歴史の普遍的なサイクルだな横浜・関内も例外じゃないこれもタイムリープで実際に見て来たって言いたいのか？

歩いえ、関内に関しては「ブラタモリ」でタモさんが言ってましただから今でも、関内地区は少し地面を掘り返すと明治大正の遺跡がバンバン出てくる街その歴史的価値の検証でビルの建て替えが制約を受けている街だってあと山下公園も瓦礫を埋めて作ったって

秀樹歩ちゃん………このテレビっ子め

歩いやいや、逆に言えばそこまでは結構な人が知ってるってことです、聞きたいのはその先です全てが崩れ去り、焼き払われた後に関東大震災で焼失したと思われていた古い書類が…土地や家、借りた借りないの証文とか、土地の権利書とか、借金の証文とかが今頃出てくるってあり得るんですか？

赤間ない、普通に考えれば実際に震災後は書類、証文が消失したことで中華街は大パニックになってるんだ「これだけ貸したはずだ」「いや借りてない」「ここはうちの土地だ」「いやうちの土地だ」瓦礫に勝手に杭を打って、権利を主張する連中も続出した

歩これは、簡単には片付きませんよね100年以上経った今も、根っこは変わってないはずだって、みんなが納得して綺麗に解決なんて絶対にする話じゃないから

赤間（驚いた顔で歩を見つめて）その若さでわかりすぎだろ！

秀樹やっぱ歴女だ（笑）

歩歴史に詳しくなるって事じゃぁないんだな何て言うのかな「時勘」がつくって言うのかなほら道をたくさん歩いてるとさ「道勘」みたいのがつくじゃない初めての土地でも、こんな道を歩いて行くと、大体こんな感じの場所に着くかなみたいな、土地の普遍性、汎用性に気がつくというか………時間も同じでさ、色々な時代を渡り歩いてるとさなんとなーく時間や時代の普遍性というか見えてくるのよ、そう言ったことが

赤間色々な時代を見てきたタイムリーパーってまじで信じそうになるぜそうなんだ、現在でもその当時の混乱や禍根が形を変えてな法的・空間的な問題として尾を引いている数年前までもめに揉めてた中華学院の件も然りだ

小林聡美さん風N「現在の横浜中華街は、一等地であるにもかかわらず、　ビル1棟を建て替えるのが、　非常に難しいエリアが多く存在するんです。　これも震災の禍根が原因。　関東大震災で生まれた、多くの問題を　いまだに抱えている街。　それが横浜中華街の一面でもあるんですね。」

赤間で、出て来ちゃった燃えなかった書類・証文ってのはハオちゃんとこの、３軒分だけなの？それなら、震災を免れた大邸宅の金庫や蔵から出て来たってことも、ないじゃないんだろうけど……まさかな、それだけってことないよな事務所まで構えたわけだからな

歩そうなんです、陳さんにはコレだけじゃないって、下っ端の暴力装置が口を滑らしたみたいですおそらく、今回の件は橋頭堡なんだと思います３軒の権利なんて、小さなものではなくて「震災直後の大混乱が中華街を再び揺るがす」ことが狙いだと思うんです今回の３軒が成功したら、それを橋頭堡にいくらでも似たような案件を増産できるその混乱を美味しいと感じ、その混乱に乗じて中華街のイニシアチブを握って、横浜中華街を我が物にしようとする巨大外資そんな構図かなと

赤間それはもう、非常にまずいよって、君さ頭の回転早すぎ、タイムリープとか関係なく震災で証文が燃えた後、土地を持つ日本人地主と建物を建てて商売を再開したい華僑の間で激しい衝突が起きたりもしたんだそれでも全体としては、街の発展のために　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なんとか上手くやろうとして来た街なんだよそこに、新たな証文が大量に出てきたとなると　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中華街は再び大混乱だ、それは絶対にまずいコレは中華街の長老、重鎮たちにすぐ報告して中華街全体で対策しないとダメな案件だ！

歩それ、赤間さんにお願いしていいですか？我々は我々で、ちょっと対策を考えますよ

赤間OK、ただし彼らが信じてくれるかはわからないよなんせエビデンスが、タイムリープって要素もあるわけだからさその時には君らにも、説明に加わってもらうかもしれない

歩わかりました、その時は遠慮なく声を掛けてください敵はもう動き始めています我々も迷ってる暇はないです、すぐに対策にあたりましょう

秀樹（歩の袖口をツンツン引っ張って、小声で）我々は我々で、ちょっと対策を考えますよって言ってたけどさことが大きすぎて我々の手に余るよコレは中華街の問題だし、彼らに任せた方が……

歩我々にはタイムリープって切り札がある今回の件ではかなり有効な対抗手段になり得るよそれにこんなインチキを目の前にして「黙る」って私の辞書にはないのやるのかやらないのか？その時はよーく考えて、必要があれば迷わず跳べってパパはいつも言ってた

秀樹うん、確か、言ってた気もするよ

歩行くよ、事務所に戻って作戦会議だ

小林聡美さん風N「なんだか話は随分と大きくなって来ましたよ。　そして跳ぶ気満々に見える歩ちゃん。　果たして憲法は遵守されるのかしら。　おばちゃんも気になって来たわよ。　待て、次回！乞う、ご期待！」

（黒フェード）

続く
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